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新入生
歓迎号
ご入学おめでとうございます

Fly to your dream

安齋 真弥  様　　    伊藤 圭一  様　        居平 典久  様　　   岩崎 栄次  様　    上殿　紀夫  様　

河田　純   様　　    河村 かほる  様　   北村 真由美  様　   呉　恒  様　          春藤　健一  様　

染井 隆光  様　　    高木 宏典  様　        田中 敏  様　　　   谷崎 憲佑  様　    西田　憲司  様　

野口 道子  様　　    早川 堯夫  様　        平岡 大作  様　　   本田 孝雄  様　    眞鍋　佑都  様

丸尾 愼之助  様　   山口 勝己  様　        山口 敏彦  様　　   芳村 敏夫  様

ご支援いただいた皆さまのご芳名につきましては、
徳島大学公式ホームページでも掲載しておりま
す。徳島大学では、学生の修学や課外活動等が
充実していくよう引き続き学生に寄り添い支援し
ていきます。今後も、徳島大学の取組および徳島
大学基金の充実にご理解とご協力を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

〈五十音順 〉

　皆さまには、平素から 徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々
なご支援・ご理解を賜り、誠にありがとうございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新し
い時代と社会の課題に応えうる教育・研究の充実を図って参ります。 徳島大学が将
来にわたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を精進していくには、長期的に
安定した財産基盤の強化、基金の充実が不可欠です。 教職員はもとより、卒業生、
学生のご家族をはじめ、個人、企業、団体などの皆さまにおかれましては、温かい
ご支援とご協力を賜りますよう、 よろしくお願い申し上げます。

学生団体支援チャリティーイベント
表彰式・懇談会開催
（2024年2月20日 新蔵キャンパス日亜会館にて開催）

　2004年に立ち上がったイノベーションプラザ（通称イノベ）は2024年に20周
年を迎えます。「イノベーションプラザ」の目的は、ものづくり教育を基礎としながら
も、解決困難な課題に対して新規アイデアを創出し、それを社会へ実装すること
で課題解決を行うことができる真のイノベーション人材の輩出を図ることです。
　目的を達成するために、学生の創造性とアントレプレナーシップを育成するイ
ノベーション教育手法と学習達成度評価法の開発を行うとともに、その成果を
学内外に情報発信し、イノベーション教育の推進を支援していきます。ものづく
りを軸に繋がってきた学生プロジェクトを未来に向けて紡いでいくため、そして
イノベの活動を在学生、卒業生と繋がっていく場になるために温かいご支援・
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　本学の学生団体の活動を広く認知・共感いただき、活動を応援していただく
機会として2023年10月23～29日にオンライン上でチャリティーイベントを開催しま
した。最終的に卒業生や父母等の皆さまや各企業さま等、4,893名の皆さまか
ら応援とご支援をいただきました。改めてご参加いただきました皆さまに感謝申
し上げます。学生団体の活動支援のため、大切に使わせていただきます。また、
2月20日には学生団体支援チャリティーイベント表彰式・懇談会を学生と役員等
で開催しました。懇談会では学生からチャリティーイベント開催のお礼や感想、
自団体活動の近況や取組などについての意見交換の機会となりました。本学
では、引き続き皆さまの温かいご声援をいただきながら学生団体活動の支援を
続けて参ります。

2023年10月から12月までの間に、徳島大学基金にご寄付いただいた皆さまのご芳名を紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

徳島大学基金
寄付者のご紹介

イノベ20周年
事業基金

詳細はこちら

申込方法、税制上の
優遇措置など、詳しく
はこちら

ご 寄 付 を 頂 い た 皆 さ ま

【お問合せ先】 徳島大学総務部未来創造課   Tel ： 088-656-9979    E-Mail ： dosokikink@tokushima-u.ac.jp

徳 島 大 学 基 金 の 取 組

徳大広報とくtalk No.195をお読みいただきありがとうございます。
ご意見ご感想は下記にお寄せください。

発行:  徳島大学総務部未来創造課  〒770 - 8501 徳島市新蔵町2-24 
Tel： 088-656 -7646   E-mail: koho@tokushima-u.ac.jp  
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/about /publicity/ toku_talk
発行日: 2024年4月 本誌は年4回（4月、7月、10月、1月）発行

編 集 後 記 　　                                          歯学部 教授  岩崎 智憲

　新入生の皆さん、徳島大学への入学おめでとうございます。期待に膨らみ始まった大学

生活は楽しい反面、これまでと全く違った世界であるために、いろいろな事で戸惑うことが出

てきます。とくtalkはそのような皆さんに、学生生活の支援になるような情報を提供していく
冊子です。また、大学での様子を知る機会の少ないご家族の皆さまへは、少しでも大学内

部の情報を提供させて頂くことが本誌のねらいでもあります。本誌は年に 4回の発刊の季刊
誌ですが、過去のものも徳島大学のホームページにアーカイブされています。こちらからも多

くの情報を得て、有意義な学生生活をお過ごしください。

とくtalk
バックナンバー

アンケートは
こちら

  イノベーションプラザ「イノベ20周年事業基金」
   （徳島大学基金プロジェクトサイトにて2025年3月31日まで実施）

本誌表記の所属・学年等は令和5年度時点のものです。
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
を
心

か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
こ
の
4
年
間
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
厳
し
い

高
校
生
活
や
受
験
生
生
活
を
お
く
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
晴
れ
て
徳
島

大
学
へ
入
学
さ
れ
、
大
学
生
活
の
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が

収
ま
り
、
通
常
の
生
活
が
復
活
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
能
登
半
島
地
震
や
世

界
各
地
の
戦
乱
で
人
々
は
苦
境
に
喘
い

で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
厳
し
い

状
況
に
関
し
て
、
私
た
ち
の
問
題
は
、

い
つ
の
間
に
か
世
界
を
支
配
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
う
し
た
過
信
に
気

づ
き
、
よ
り
良
い
未
来
を
提
示
し
、
実

現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

文
系
、
理
系
に
関
わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
を
極
め
る
と
と
も
に
、
人
類
の
歴

史
や
文
化
の
歩
み
、
人
々
の
思
考
の
あ

り
方
（
哲
学
や
心
理
学
）
な
ど
も
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
で

は
、
A
I
（
人
工
知
能
）
や
地
球
環
境

な
ど
の
知
識
も
分
野
を
問
わ
ず
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
社
会
に
山
積
す
る

課
題
に
は
受
験
参
考
書
の
よ
う
に
正
解

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
単
に
教

科
書
や
参
考
書
に
書
い
て
あ
る
知
識
を

身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
教
職
員

や
友
人
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
人
々

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

論
理
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
同
時
に
、
皆
さ
ん
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
こ
と
が
当
た
り

ま
え
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も

必
要
で
す
。
そ
の
際
、
自
国
の
文
化
や

歴
史
が
語
れ
る
力
も
基
本
的
な
人
間
力

の
一
つ
と
し
て
必
須
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
専
門
以
外
に
も
多
く
の
学
び

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
学
ぶ
こ
と
は

他
で
は
得
ら
れ
な
い
知
的
充
足
感
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
ど
う
か
生
涯
「
学
び
続
け
る
」

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
徳
島
大
学
で

の
学
び
を
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
健
闘
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。
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学生の皆さんがよく利用する施設を紹介します。私たちも応援します

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

　キャリア支援室は、就職活動に関わらず、進路や自己実現といったキャリアに関するこ

とであれば、学部や学年を問わず幅広く利用していただくことができます。履歴書やエント

リーシートの添削、面接練習などで利用する方が多いですが、ちょっとした不安や相談が

あればお気軽にお越しください。

　これから多くの方が関わる就職活動は人生の大きな分岐点であると同時に、自分を見

つめ直し、新たな道に踏み出すチャンスでもあります。そんな大変な時期だからこそ、弱音

を吐きたくなることがあるかもしれません。そんな時はキャリア支援室で息抜きをしていっ

てはいかがでしょうか。

　ご入学おめでとうございます。キャンパスライフ健康支援センターは3つの部門があり、

皆さんの心身の健康をサポートしています。

　保健管理センターは、医師や保健スタッフが在籍している「保健室」です。心身の不

調やけがをした時には、診察・処置・相談を受けられます。

　総合相談室は、「カウンセリングルーム」です。臨床心理士・公認心理師の資格をもつ

カウンセラーに、どのような悩みでも相談をすることができます。

　アクセシビリティ支援室は、「合理的配慮の支援室」です。病気や障害が原因で、修

学に困った際にお越しください。必要な連携・支援について医師が相談に応じます。

　長い学生生活では誰でも体調不良やうまくいかない時が出てきます。そのような時は、

当センターを利用して、楽しい学生生活を過ごしてください。いつでもお待ちしています。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

　附属図書館は皆さんが大学での学習・研究活動を行う場として、様々な資料や設備

を用意しています。

　幅広い分野・テーマをサポートできるよう、入門書や一般書から専門書まで多様な資

料を揃え、学習のための座席や個室、グループディスカッションやプレゼンテーションが

できるスペースなどの設備も整備しています。その他、各種講習会やイベントなど、大　　

学生活が充実したものになるよう支援するサービスも積極的に行っています。

　これから始まる徳大生としての学生生活が有意義なものとなるよう、附属図書館の資

料、設備、サービスを存分にご活用ください。皆さんのご来館をお待ちしています。

　新入生の皆さん、徳島大学へようこそ。

　恐らくほとんどの皆さんがスマホとPCを携えて入学されたのではないかと思います。

本学では数年前から学生自身でPCを所有して入学してもらうBYOD（bring your 

own device）方向に舵を切りました。これは、一人ひとりが自身のPCを学修に活用す

るために何をすればいいか考えること、情報セキュリティやトラブルを自身で能動的に対

処するスキルを養うことの2点において重要な決断だったと思っています。

　情報センターは皆さんのPC利用に関する支援も行います。まずは自身で考え、行動し

てもらうのが一番ですが、解決に至らない場合、当センターの窓口やE-mail、チャットボッ

トなどに相談してください。ぜひ自身のPCを十分使いこなして、スマートなキャンパス情

報ライフを過ごしてください。

キャリア支援室

附属図書館

キャンパスライフ健康支援センター

情報センター

キャリア支援室
ホームページ

附属図書館
公式ホームページ

情報センター
公式ホームページ

キャリア支援室
公式 X

附属図書館
公式 X

キャンパスライフ
健康支援センター
公式ホームページ

特
集   

新
入
生
歓
迎
号

  

◉ 

学
長
あ
い
さ
つ

 
徳
島
大
学
で
始
め
る

「
人
生
1
0
0
年
時
代
の
学
び
」

徳
島
大
学
長  

河
村 

保
彦 

（
か
わ
む
ら 

や
す
ひ
こ
）
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● 前期開始（4月1日）
● 春季休業（4月1日～5日）
● 新入生オリエンテーション ほか（4月1日～9日）
● 入学式（4月5日）
● 前期授業開始（4月10日）
● 五月祭（5月26日）
五月祭は、主として新入生を対象に学生相互の親睦をはかることを
目的とし、例年5月下旬頃に開催しています。ステージ、模擬店、球
技大会などで交流の輪を広げます。

● 四国地区大学総合体育大会
学生の健全なる体育の発展と学生相互の親睦をはかることを目的
とし、四国地区の国・公・私立大学（短大を含む）の学生が参加しま
す。なお、大会開催県は、これまで四国4県で順に担当していました
が、2024年度からは4県で分担する予定です。

● 夏季休業（8月1日～8月31日）
● 科学体験フェスティバル in 徳島（8月3日・4日）
● オープンキャンパス（8月上旬～下旬）
● 阿波おどり（8月中旬、県内各地）
400年の歴史を持つ徳島の夏祭りです。徳島大学からも多くの連
（おどりのグループ）が参加します。

● 前期終了（9月30日）

● 後期開始（10月1日）
● 大学祭
 （蔵本祭10月26日・27日 / 常三島祭11月2日・3日）
本年度、常三島祭は第72回、蔵本祭は第40回を迎える、本学の
課外活動としては最も歴史的かつ最大のイベントです。各学部・各
サークルの趣向を凝らした催し物、学部研究室の一般開放、市民
と学生のつどいなど地域社会との交流もいろいろ企画され、全学あ
げての多彩な祭典が繰り広げられます。なお、2024年度の常三島
祭は、開学記念日の開催となっています。

● 開学記念日（11月2日）

● 中・四国国立大学連合演奏会・
   連合美術展覧会（11月～12月）
学生の健全なる文化の発展と学生相互の親睦をはかることを目的
として、中・四国の国立大学9大学の学生が参加して行われます。

● 卒業式・修了式（3月25日）
● 学年末休業（3月25日～3月31日）
● 後期終了（3月31日）

4月・5月

6月・7月

8月・9月

2月・3月

10月・11月

入学式

科学体験フェスティバル in 徳島 阿波おどり

四国地区大学総合体育大会

五月祭

卒業式・修了式

常三島祭 蔵本祭

2024年度  徳島大学学年暦及び行事予定
　

総
合
科
学
部
及
び
大
学
院
へ
の
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

渭
水
会
で
は
、
優
秀
な
学
部
生
及
び

院
生
に
「
渭
水
会
会
長
賞
」
を
贈
っ
た

り
、
研
修
会
に
助
成
を
行
う
な
ど
、
会

員
の
活
動
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
学
部

の
歴
史
や
渭
水

会
の
活
動
状
況
、

同
窓
生
の
活
躍

は
、会
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹

介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

栄
友
会
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
医
科

栄
養
学
科
（
旧
栄
養
学
科
）、
及
び
同
大

学
院
栄
養
生
命
科
学
教
育
部
、
研
究
科

の
卒
業
生
、
在
学
生
、
教
職
員
で
組
織
さ

れ
た
同
窓
会
で
す
。
徳
島
本
部
、
東
日
本
、

関
西
、
そ
し
て
九
州
・
山
口
県
に
支
部
組

織
が
あ
り
、
会
員
数
は
3
2
6
3
名
で
す
。

総
会
・
支
部
会
・

阿
波
踊
り
、
同

窓
会
報
や
会
員

名
簿
の
発
行
を

通
じ
て
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
交

流
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

蔵
歯
会
は
1
9
9
0
年
に
発
足
し
、
現

在
の
会
員
数
は
2
3
7
1
名
で
す
。
学

生
の
皆
さ
ま
は
準
会
員
と
な
り
ま
す
。
会

報
や
会
員
名
簿
の
発
刊
を
通
し
て
交
流
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
支
部
長
に
よ

る
支
部
説
明
会
や
学
術
セ
ミ
ナ
ー
、
女
性

会
員
の
会
「
藍
の

会
」
を
通
し
て
入

学
時
か
ら
生
涯
に

わ
た
り
、
皆
さ
ま
の

サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し

ま
す
。

　
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
充
実

し
た
大
学
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
って

お
り
ま
す
。
工
業
会
の
設
立
は
1
9
3
3

年
で
、
現
在
の
会
員
数
は
約
3
万
人
で
す
。

皆
さ
ま
は
準
会
員
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
に
18
も
の
支
部
が
あ
り
、
会
員
相

互
の
世
代
を
超

え
た
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
皆
さ

ま
の
将
来
の
就
職

活
動
や
就
職
後

も
頼
も
し
い
味
方

と
な
り
ま
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
青

藍
会
は
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
の
発

展
に
寄
与
」
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
昨

年
よ
り
学
生
諸
君
も
会
員
と
し
て
お
迎
え

し
、
総
数
は
7
4
3
9
名
（
含
学
生
会
員

6
8
4
名
）、
全
国
14
支
部
を
擁
す
る
組

織
で
す
。
会
員
の
情
報
交
換
、
会
報
発

行
、
教
育
支
援
、

研
究
支
援
、
講

演
会
開
催
ほ
か
、

在
学
時
か
ら
卒

業
後
ま
で
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の

入
会
を
心
よ
り

歓
迎
し
ま
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

睦
眉
会
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
保

健
学
科
、
同
大
学
院
保
健
科
学
研
究

科
、
な
ら
び
に
前
身
校
を
含
め
た
同
窓
会

で
す
。
1
9
9
6
年
に
発
足
し
、
会
員

名
簿
や
会
報
の
発
行
、
総
会
（
写
真
：

2
0
2
3
年
度
睦
眉
会
総
会
）
や
講
演
会

の
開
催
な
ど
を
行

い
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
母
校

の
発
展
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数

は
、
7
7
5
5

名
で
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

薬
学
部
は
昨
年
創
立
1
0
0
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
薬
友
会
は
同
窓
生
の
交
流

と
母
校
の
支
援
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
全
国
に
8
支
部
を
置
き
、
同
窓
会
・

支
部
会
の
開
催
支
援
や
、
薬
学
部
と
共
同

で
講
演
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
実
施
、

さ
ら
に
同
窓
会

誌
や
会
員
名
簿

の
発
行
を
通
じ

て
、
世
代
を
超

え
た
結
び
つ
き

を
応
援
し
て
い

ま
す
。

渭い
す
い水

会 

総
合
科
学
部
同
窓
会

栄え
い
ゆ
う友

会 

医
学
部
医
科
栄
養
学
科
同
窓
会

蔵く
ら
し歯

会 

歯
学
部
同
窓
会

工こ
う
ぎ
ょ
う業

会 

理
工
学
部

                

生
物
資
源
産
業
学
部
同
窓
会 

青せ
い
ら
ん藍

会 

医
学
部
医
学
科
同
窓
会

睦む
つ
み眉

会 
医
学
部
保
健
学
科
同
窓
会

薬や
く
ゆ
う友

会 

薬
学
部
同
窓
会

同窓会からのメッセージ

連絡先  〒770-8502 徳島市南常三島町1-1  徳島大学総合科学部内渭水会事務室
Tel: 088-656-7293   Fax: 088-679-8485
E-mail: info@isuikai.jp  URL:https://www.isuikai.jp/

連絡先  〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15  徳島大学医学部医科栄養学科内栄友会事務局
Tel: 088-633-7093   E-mail: eiyukai@tokushima-u.ac.jp
URL: http://eiyo.jimdo.com/

連絡先  〒770-8504 徳島市蔵本町3-18-15  徳島大学歯学部内蔵歯会事務局
Tel: 080-6392-7362   E-mail: kurashikai7362@gmail.com
URL: https://www.tokudai-d.net

連絡先  〒770-8506 徳島市南常三島町2-1  徳島大学理工学部内工業会事務局
Tel / Fax: 088-656-5432   E-mail: office@kgk.tokushima-u.ac.jp
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/kgk/

連絡先  〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15  徳島大学医学部医学科同窓会青藍会事務局
Tel: 088-633-7109   Fax: 088-633-3180   E-mail: seiran@tokushima-u.ac.jp  
URL: https://www.seirankai-tokushima.jp/

連絡先  〒770-8509 徳島市蔵本町3-18-15  徳島大学医学部保健学科内睦眉会事務局
Tel / Fax: 088-633-9067   E-mail: mutsumi.jim@gmail.com
URL: https://mutsumi.web5.jp

連絡先  〒770-8505 徳島市庄町1-78-1  徳島大学薬学部内薬友会事務局
Tel: 088-633-7292、 088-633-7250   Fax: 088-633-9517
E-mail: reunion-ph@tokushima-u.ac.jp
URL: http://www.tokushima-u.ac.jp/ph/campus_life/alum/reunion/

7つの同窓会と徳島大学をつなぐ
「徳島大学びざん会」

ご入学おめでとうございます

壮観な白衣授与式

Facebook

同窓会、大学のイベント
卒業生・修了生・学生・職員の
活動や取組を発信しています。
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東棟

西棟

音楽
練習棟

体育館

学生会館

教養教育
5号館

生協事務所

総合科学部3号館

総合科学部1号館

教養教育6号館

人と地域共創センター

運動場

助任の丘

機械棟

機
械
実
習
棟

工業会館

知能情報・北棟

情報センター・
院生棟

知能情報・南棟

附属図書館

共通講義棟

化学・生物棟

第2食堂

産学官
連携プラザ

光応用棟

総合研究
実験棟

電
気
電
子
棟

建設系実験室

建設棟

環境防災
研究センター［1階］

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ

ベンチャー
ビジネス
育成研究室

シンボルストリート

国
道
11
号（
新
蔵
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
）

テニスコート

総合科学部
2号館

総合科学部2号館

地域連携
プラザ

ポストLED
フォトニクス
研究所

第1食堂

地域創生・
国際交流会館

課外活動棟

教養教育4号館
教養教育掲示板
［1階］

カフェ棟

市
道

主な無線LANアクセスポイント（※無線LANの利用には、徳島大学統合認証ポータルからの申請が必要です。）

常三島地区
 キャンパスマップ
  Josanjima Campus Map

総合科学部
生物資源産業学部

理工学部

生協creA （クレア）
営業時間
［平日］
11:30～14:00
（L.O.13:30）
［土・日･祝休業］

附属図書館
開館時間［平日］8:30～22:00
［土・日・祝］10:00～17:00
学習・パソコン利用

徳島大学生協公式ページ
maruco

工学部
創立50周年記念公園

理工学部正門

生協ミニショップ
Emi＊re （えみり）

［1階］
営業時間 
［平日］
11:00～14:30
［土･日･祝休業］

中庭
［キャンパスモール］

理工学部事務課
総務係・予算管理係・学務係
［1階］

シンボルストリート

生物資源産業学部事務課
総務係・学務係 ［2階］
大学院創成科学研究科理工学専攻
国際連携教育研究センター ［3階］

カフェテリア
食事、自習等自由に使用できます。

情報センター
パソコン利用時間
［平日］
2F  8:30～18:00
3F  8:30～18:00
※授業中は利用不可

生協CAFE San-Jyo （さんじょ）
営業時間 ［平日］11:00～14:00
［土･日･祝休業］

自習スペース
自習エリア   ■ 共通講義棟2～6階： 中央エレベータ前エリア。エアコン完備。    
                  机・椅子（合わせて100名分）1階、4階に自動販売機（飲料）
                                ■ 総合研究実験棟1・2階： エレベータ前リフレッシュコーナー /
                   設備：机、椅子
履修相談室 ■ 共通講義棟3階西端
その他        ■ カフェテリア / 設備： 机、椅子
                                ■ 学生会館1階 / 設備： 机、椅子、雑誌

LED大時計
徳島県「光の八十八カ所」の
1つに認定されています。

自習スペース
総合科学部1号館1階及び3号館東1～3階
（授業・講演等に使用する場合があるので
あいている時のみ）
設備：机、椅子、自動販売機
教養教育院学生自習スペース
教養教育5号館2階 / 
設備： 机、椅子、PC充電式ロッカー、自動販売機

百寿の門柱
大正11年徳島高等工業
学校当時のもの

常三島遺跡
武家屋敷跡

地域連携大ホール
（常三島けやきホール）
［2階］ 総合科学部事務課

総務係・学務係［1階］

教育支援課
教養教育係［1階］

学生支援課
経済支援係［1階］
入学料・授業料の減免、
奨学金に関することはここへ

生協事務室
営業時間 9:00～18:00
［土･日･祝休業］
生協・共済への加入、給付申請などはここへ

キャンパスライフ
健康支援センター ［1階］ 
［平日］ 8:30～ 17:15

保健管理センター（保健管理部門）
病気、けがの場合はここへ
メンタルヘルス相談もしています。

総合相談室（総合相談部門）
困り事、悩み事などの相談はここへ

生協 ［1階］ 
営業時間 8:15～18:00 ［土･日･祝休業］
売店、書籍、旅行サービス等扱っています。

銀行ATM
阿波銀行・徳島大正銀行 共通
ゆうちょ銀行ATM

地域創生・国際交流会館
地域社会の国際化や地域課題の解
決を支援する場及び学生、教職員
の国際化を強力に推進するための拠
点となる施設です。

多言語交流コモンラウンジ
［1階］ 
多言語・多文化交流イベントを開催し
ています。

英語学習コミュニケーション
プラザELCS（エルクス） ［2階］
英語学習のためのプログラムを多数
開催しています。

語学学習相談コーナー［2階］
英語学習コミュニケーションプラザ内
で語学の学習支援を行っています。

Global Space
Josanjima ［4階］
留学情報等を得るならここへ

インターナショナルオフィス・
国際課 ［4階］
フューチャーセンターA.BA
［5階］
イノベーションプラットフォームとして利
用しています。

キャリア支援室 ［1階］
学生支援課キャリア支援係
キャリアのことや就職に関する相談はここへ
学生支援課学生支援係
学生の相談や課外活動、福利厚生に関する相談はここへ
アクセシビリティ支援室 ［1階］
［平日］ 8:30～17:15  障がいを持つ学生の修学支援はここへ

生協Dining キララ 
営業時間 8:00～20:00
［土］11:30～14:00
［日･祝休業］

K's Bakery 
10:00～14:00 
［土・日・祝休業］

⑦ ①

⑤

③

④

⑥

②

⑧

① 教育研究棟1
③ 教育研究棟3
⑤ 先端畜産システム開発施設
⑦ 施設野菜温室

② 教育研究棟2
④ 教育研究棟4
⑥ 創薬・医療機器開発施設
⑧ ヴォルテックス棟

石井地区
キャンパスマップ
　Ishii Campus Map

総合科学部正門

特 集   新入生歓迎号

生協の営業時間は変更する可能性があります。
最新の営業時間はこちらをご確認ください。（常三島地区、蔵本地区）
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国道192号

大塚講堂

薬学部実験研究棟

長井記念
ホール

医薬創製教育研究センター

蔵本会館

テニスコート

体育館

弓道場 動
物
実
験
施
設

西
外
来
診
療
棟

放
射
線
総
合
セ
ン
タ
ー

西
外
来
診
療
棟

栄養学棟

先端酵素学
研究所A棟

保健学A棟

保健学B棟

先端酵素学
研究所B棟

宿舎棟（蔵本宿舎）
徳島大学あゆみの森保育園［1階］

廃棄物
集積場

青藍会館

保健学C棟

東病棟

特高受電室

維持管理
センター

立体駐車場

青藍講堂

中央診療棟

料金
ゲート

料金
ゲート

連絡橋

立体駐車場
歯学部棟

西病棟

臨床
講義棟

医学臨床B棟

SPD
センター棟

サイクロ
トロン棟

医学
基礎B棟

藤井節郎
記念医科学
センター

附属図書館

立体駐車場

運動場

外来診療棟

総合研究棟

身障者用
駐車場

県立中央病院へ医歯薬学
共同利用棟

医学基礎A棟
医学臨床A棟

災害・感染症
トリアージ棟

県道

蔵本地区
 キャンパスマップ
  Kuramoto Campus Map

医学部 歯学部 薬学部

LAWSON［1階］ 年中無休
営業時間　［平日］7:00～20:00
［土・日・祝］7:00～18:00

郵便局［1階］
営業時間 ［平日］9:00～17:00
［土･日･祝休業］
ATM営業時間　
［平日］ 8:00～18:00
［土］ 9:00～12:30  ［日･祝休業］

厚仁会売店ボンタ［1階］
営業時間 ［平日］8:00～17:00
［土･日･祝休業］

美容室LUCE［6階］
営業時間 ［月・水・金］9:00～17:00
※休診日を除く

レストラン オリーブキッチン［11階］
営業時間 ［平日］ 9:00～16:00
［土・日・祝休業］ 

藤井節郎記念医科学センター
［1階］
藤井節郎博士の資料が展示されています。

銀行ATM［1階］
阿波銀行 / 徳島大正銀行 / 四国銀行 
営業時間　［平日］ 8:45～18:00
［土］ 9:00～18:00  ［日･祝休業］

果物店cocomero［1階］
営業時間　
［平日］ 8:30～15:00
［土・日・祝休業］ 

県
立
中
央
病
院
へ

附属図書館蔵本分館
開館時間
［平日］ 8:30～21:00
［土・日・祝］ 10:00～17:00
学習・パソコン利用

歯学部事務課 総務係・学務係 ［1階］ / AWAサポートセンター ［3階］

医学部学務課 ［1階］
医学部総務課 ［1階・2階］

すだちホール・LAWSON ［1階］ タリーズコーヒー
［1階］
営業時間 
［平日］8:00～17:30
［土･日･祝休業］

天吉うどん
［1階］
営業時間 
［平日］9:30～17:00
［土･日･祝休業］

生協Cafeteria
KURA-LA （くらら）［1階］
営業時間
［平日］ 8:30～18:00［土･日･祝休業］

インフォメーションプラザ ［1階］
長井長義博士の像、資料が展示されています。

薬学部事務課 総務係・学務係 ［1階］

勝沼信彦
記念ギャラリー［1階］

医歯薬学共創プラザ

薬学部スタジオプラザ［1階］

長井庭園

生協キッチン SAKU-LA （さくら）
営業時間 ［平日］ 7:50～19:00 ［土・日･祝休業］

生協コンビニ LUCK-LA （らくら）
営業時間 ［平日］ 9:00～18:00 ［土・日･祝休業］

生協書籍・文具・PC SHOKO-LA （しょこら）
営業時間 ［平日］ 9:00～18:00 ［土・日･祝休業］

［2階］
事務室 
バッド等の無料貸出、体育館・各部屋の予約もこちらで。

キャリア支援室蔵本分室 
［平日］ 13:00～21:00
※時期・曜日により時間帯が異なります。

国際課蔵本分室 
［平日］ 9:00～17:00

Global Space Kuramoto
［平日］ 9:00～17:00
留学情報等を得るならここへ。

キャンパスライフ健康支援センター 
［平日］ 8:30～17:15

蔵本保健室（保健管理部門） 
病気、けがやメンタルヘルスの相談はここへ。

総合相談室（総合相談部門）  
困り事、悩み事などの相談はここへ。

［1階］ 

キッチン SAKU-LA

コンビニ LUCK-LA

書籍・文具・PC SHOKO-LA 

自習スペース

医学部 
［医学科］（学年指定）
■ クリクラ控室 / 臨床講義棟1階
■ チュートリアル室（12室） /  医学基礎B棟3・4階
■ 学生自習室（3室） / 医学基礎B棟3階
■ クリクラ控室 / 医学臨床B棟1階
■ クリクラ控室 / 医学臨床A棟2階

［医科栄養学科］ ■ 学習支援室 / 栄養学棟2階 

［保健学科］        ■ 看護学専攻学生自習室 / 保健学A棟1・ 5階
                                       ■ 放射線技術科学専攻学生自習室 / 保健学A棟3階
                                       ■ 検査技術科学専攻学生自習室 / 保健学A棟5階
                                       ■ 学生自習室 / 保健学C棟1・2階

歯学部            ■ 学生自習室 / 歯学部棟2階

薬学部            ■ スタジオプラザ / 薬学部実験研究棟1階

長井長義先生の青石

孔子の「歓びの木」

慰霊塔「愛」

ヒポクラテス
の誓い

中田篤郎博士像
徳島大学初代学長

特 集   新入生歓迎号

常
三
島
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

新
蔵
町（
バ
ス
停
）

徳島大学本部

日亜会館

しんくら
会館

国
道
11
号

新蔵地区
キャンパスマップ
  Shinkura Campus Map

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
徒
歩
15
分

日亜会館

1階: ガレリア新蔵
徳島大学の地域連携・社会交流活
動拠点として、 ①各種イベントの開
催、②教育研究活動の展示紹介な
どに活用されます。ギャラリーフロア
には可動式の展示パネルがあり、展
示室では、様々なテーマの特別展示
を行っています。

3階: 放送大学徳島学習センター
4階: 留学生宿舎

主な無線LANアクセスポイント（※無線LANの利用には、徳島大学統合認証ポータルからの申請が必要です。）
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私
は
、
博
士
後
期
課
程
修
了
に
必

要
な
研
究
指
導
を
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
グ

大
と
徳
島
大
の
共
同
で
実
施
す
る
「
コ

チ
ュ
テ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、

2
0
2
2
年
10
月
か
ら
半
年
間
ド
イ
ツ

の
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
グ
大
に
研
究
留
学
し

ま
し
た
。
な
お
私
が
徳
島
大
学
第
一
号

の
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
と
な
り
ま
す
。

私
は
学
部
3
年
次
で
研
究
室
に
配
属

さ
れ
、
思
わ
ぬ
発
見
に
心
躍
ら
せ
な
が

ら
研
究
に
邁
進
し
、
気
づ
け
ば
博
士
課

程
ま
で
進
学
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
課

題
を
進
め
る
な
か
、
私
は
自
身
の
思
考

の
偏
り
に
気
づ
き
、「
一
度
研
究
環
境
・

内
容
を
大
き
く
変
え
た
い
」
と
の
強
い

想
い
か
ら
、
研
究
内
容
の
異
な
る
研
究

室
へ
の
海
外
留
学
を
決
心
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
ド
イ
ツ
の
研
究
室
を
選
ん

だ
の
は
、
テ
ー
マ
が
面
白
か
っ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
欧
州
の
風
景
・

暮
ら
し
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
決
め

手
で
し
た
。
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
迎
え
た
留
学
生
活
、
そ
の
実
態
は

想
像
以
上
に
過
酷
な
日
々
で
し
た
。

留
学
生
活
に
お
け
る
苦
労

一
番
に
痛
感
し
た
の
が
、「
英
語
圏

外
で
の
英
語
学
習
の
難
し
さ
」
で
す
。

ド
イ
ツ
人
の
英
会
話
力
は
高
く
、
大
学

生
活
で
は
英
語
を
常
用
す
る
と
耳
に
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
私
は
「
英
会
話

力
は
渡
独
す
れ
ば
自
然
と
身
に
つ
く
も

の
」
と
安
直
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
実

際
は
、
同
僚
の
多
く
が
通
常
ド
イ
ツ
語

で
話
し
、
英
語
力
向
上
に
は
自
ら
英
語

を
使
う
機
会
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
お
世
話
に
な
っ

た
の
が
「
シ
ュ
タ
ム
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

呼
ば
れ
る
日
本
語
を
学
ぶ
ド
イ
ツ
人
の

集
ま
り
で
す
。
こ
れ
は
ビ
ー
ル
片
手
に

言
語
交
換
が
で
き
る
フ
ラ
ン
ク
な
場
で

あ
り
、
私
の
英
語
力
向
上
の
大
き
な
助

け
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
生
活
で
は
、
英
語
も
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
全
く
新
し
い
研
究
課
題
を
始

め
た
た
め
実
験
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
研
究

戦
略
ま
で
常
に
勉
強
の
日
々
で
し
た
。

こ
こ
で
は
研
究
室
の
同
僚
に
大
変
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
初
め
は
英
語
も

拙
く
、
解
釈
違
い
で
の
失
敗
も
あ
り
、

度
々
ド
イ
ツ
語
で
厳
し
く
詰
め
ら
れ
た

こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

留
学
生
活
に
お
け
る
楽
し
さ

「
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
」、
こ
れ
は

よ
く
言
わ
れ
る
留
学
の
醍
醐
味
で
す

が
、
例
に
も
れ
ず
私
も
「
こ
う
い
う
こ

と
か
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。
研
究
生
活

で
大
き
く
感
じ
た
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
実
験

の
役
割
分
担
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
渡
航
先
で
は
有
機
反
応

の
開
発
・
化
合
物
の
合
成
が
主
題
で
し

た
が
、
そ
こ
で
必
要
と
な
る
化
合
物
分

析
や
試
薬
調
製
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
特

化
し
た
「
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
研
究
員
が
在
籍
し
、
こ
れ
に
よ
り
院

生
の
負
担
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
際
そ
の
恩
恵
も
あ
り
、
研

究
室
で
は
17
時
頃
に
み
ん
な
実
験
を
や

め
、
土
日
は
ほ
と
ん
ど
登
校
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
夕
方
か
ら
は
共
有

ス
ペ
ー
ス
で
よ
く
飲
み
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
ラ
ボ
の
冷
蔵
庫
は
常
に
瓶
ビ
ー

ル
で
パ
ン
パ
ン
、
構
内
に
は
ビ
ー
ル
の
自

販
機
が
あ
る
）。
休
日
は
毎
週
の
よ
う
に

小
旅
行
に
出
か
け
、
各
地
名
所
を
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
観

光
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
電
車
の
故
障

で
急
に
田
舎
で
降
ろ
さ
れ
た
こ
と
や
、

路
地
裏
で
浮
浪
者
に
追
い
か
け
ら
れ
た

こ
と
な
ど
、
異
国
で
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

今
と
な
っ
て
は
い
い
思
い
出
で
す
。

終
わ
り
に

本
留
学
は
、
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
差
し
引
い
て
有
り
余
る
ほ
ど
充

実
し
た
日
々
で
し
た
。
特
に
こ
れ
ま
で
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
一
掃
さ
れ
、
新
た
な
出

会
い
ば
か
り
の
毎
日
は
刺
激
的
で
視
野

を
広
げ
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
海
外
留
学
は
、
特

定
の
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
ず
と
も
経
験
そ
の

も
の
に
価
値
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
本
派
遣
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
大
学
関
係
者
の
皆
さ

ま
、
ま
た
金
銭
的
支
援
を
賜
り
ま
し
た

日
本
学
術
振
興
会
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。よく昼食を共にしたインド人の友達

シュタムティ
ッシュ

ファッシンというお祭り

修論は吉野川橋を対象に構造解析の効果的手法を探る『鋼トラス橋のリダ
ンダンシー評価における二段階線形静的解析手法の提案と検討』として発
表したそうです。

ノイシュバンシュタイン城

海外留学の「苦」「楽」
大学院薬学研究科 創薬科学専攻 機能分子合成薬学分野 博士後期課程 3年 

小林 大志朗 （こばやし だいしろう）

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。

　学部生の頃は建築、大学院生では

土木に関する研究を行った戸田さん。

ガラッとテーマを変えたのは「建築と土

木のどちらもできる環境をいかし、両方

やっておけば就活に有利」と思ったか

ら。両方を学んだことで知識の幅も広

がり、スケールの大きな建造物を対象と

する土木への関心も深まり、ゼネコンへ

の就職も決まりました。

　課外活動は好きなバスケを中心に

交流を広めたそう。常三島のバスケ部

に入部後、蔵本のバスケサークルにも

　「将来についてまだ漠然としていますが、歯科衛生士を目

指しています」という川畑さん。男性の歯科衛生士は珍しく、

2023年時点で全体の1％以下というデータも。そんなマイ

ノリティな仕事に注目しているのは「もともと医療に興味があ

り、その中でも変わったことに挑戦してみたい」という思いから。

「大学で学ぶことのひとつひとつが将来に直結する手ごたえ

があり、高校までの勉強とは違うおもしろさがあります。実習で

は細かな作業も多く、手が疲れてしまうこともあるんですが、指

先の動きを少し工夫するだけで大きな変化があり、そうした点

にも楽しさがある」といいます。

　部活は歯学部ゴルフ部に所属。大学入学時からゴルフを

始め、部長を務めています。「うまくなりたい人が真剣に練習で

きる場であると同時に、サークルとして楽しめる場、行きたいと

思える場であることを大切にしています」。現在、新入部員、募

集中です！

参加（医・歯・薬系の部活はその学科

の人しか入れませんが、サークルは常

三島でも蔵本でも入部可能）。加えて

社会人のバスケサークルにも所属し、

年代も職業も違う様々な人との出会い

が刺激になったといいます。「新入生に

アドバイスを送るとしたら、何かしら続け

ることが学生時代のエピソードになる。

好きなことを続けながら、多方面に挑戦

することで学生生活が充実すると思う」

と話しました。

大学院創成科学研究科 理工学専攻 2年 

戸田 貴大 （とだ たかひろ）

歯学部 口腔保健学科 2年 川畑 蓮 （かわばた れん）

好きなことを続けながら多方面に挑戦し、
充実した学生生活を

歯科衛生士を視野に入れ、
勉強も部活も奮闘中

常三島キャンパス

蔵本キャンパス

X（旧 Twitter）

歯学部ゴルフ部 SNS

Instagram
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写真下中央が三戸先生。研究室の決まりごとは、週1回の定期ミーティングへの出席とローテーショ
ンで行うコオロギの飼育当番くらいで、比較的自由にそれぞれの研究に打ち込める環境だそう。

「三戸先生は真摯に向き合ってアドバイスを
くれる」と話す『グリラス』の中村さん。

ウイルス学に興味のある人におすすめの映画
『コンテイジョン』。致死率の高いウイルスによ
りパニックに陥る世界を描いたスリラー。

「ウイルス学は瞬発力より、コツコツちゃんと続けて持続的にやれることが
大事」という野間口先生。ウイルス学に興味をもつ海外からの留学生も
増えているそう。

新入生へ「漫然と過ごすんじゃなくて、何かに興味関心を持って取り組み、
『これを1年頑張った』、『大学生活で良い経験を積んだ』と思えるような
時間を過ごしてほしい」というメッセージをいただきました。

特任研究員の田中さんはワクチンのたんぱく質を
コオロギに発現させるための品種改良などを手掛
けています。

上澄みを吸い取ってDNAの配列を増幅さ
せ、タンパク質の遺伝子が入っているかを
チェック中。

色を薄くすることで昆虫食への抵抗感を和らげることができないか、食用コオロギの体の色を
変える実験も行っています。

ゲノム編集に用いるコオロギの卵。

研究室へよ
う
こ
そ
﹇
取
材
﹈

　未来の貴重なタンパク源として注目される食用コオロギ。徳島大学発の

ベンチャー企業『グリラス』をはじめ、長年にわたり学内に蓄積されたコオロ

ギ研究に関するデータは、多方面へと展開しています。

　三戸先生の研究室では2023年10月、研究成果最適展開支援プログ

ラム（A-STEP）に採択され、「食用コオロギを利用した家畜用食べるワクチ

ンの開発」が本格的にスタートしました。

　このワクチンはコオロギに有用なタンパク質を作らせ、家畜に食べさせる

ことで、免疫を誘発するという仕組みです。

　「ワクチンとなるタンパク質をコオロギに作らせることは技術的には可能で

すが、その分量については課題があります。タンパク質の量が多すぎるとコ

オロギに負荷がかかり、死んでしまうこともあるのですが、発現のタイミングな

どをコントロールすることでワクチンとなるコオロギを大量に生産することが

できれば、家畜一体一体注射する労力もかからず、コストも抑えられます。鳥

インフルエンザによる被害も甚大ですので、実用化されれば経済的損失を

軽減することにも役立ちます」という三戸先生。2024年度は鳥インフルエ

ンザを対象とした実験も始まる予定です。

　研究室メンバーは約15名。ワクチン開発以外にも食用コオロギを活

用しやすいよう、体の色を変えたり、栄養価を高めたりするプロジェクトも

行っています。

　実験室は2020年に開所したバイオイノベーション研究所（BIRC：Bio-

Innovation Research Center）内にあり、そこには共同研究のため

『グリラス』から出向している中村雄軌さんやA-STEPの特任研究員田中

優史さんの姿も。様々な人と協力しながら、「未利用のバイオマスを資源とし

て活用したい」という三戸先生の熱い思いと共に研究が進行中です。

未利用のバイオマスを資源として活用した新たな挑戦
食用コオロギを利用した家畜用食べるワクチンの開発を目指して
バイオイノベーション研究所／生物資源産業学部 教授  三戸 太郎（みと たろう）研究室

野
間
口
先
生
。

　
「
細
胞
な
ら
何
で
も
い
い
わ
け
で
は

な
く
て
、
種
特
異
性
が
あ
り
、
H
I
V

ウ
イ
ル
ス
な
ら
人
に
だ
け
感
染
し
て
病

気
を
発
症
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
生
存

能
力
は
そ
の
高
い
変
異
性
や
適
応
力
で

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
ど

の
よ
う
に
変
異
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
適
応
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
」。

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に

翻
弄
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
こ
の
出
来
事

を
き
っ
か
け
に
、
ウ
イ
ル
ス
に
関
心
を

も
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
最
小
の
生
命
体
。
し
か

し
ウ
イ
ル
ス
単
体
で
は
生
き
て
い
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
ウ
イ
ル
ス
が
生
存
し
続
け
る
た
め

に
は
、
生
き
た
細
胞
が
必
要
」
と
い
う

　

ウ
イ
ル
ス
の
生
態
を
調
べ
、
知
見
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
を
予
測
す
る
こ
と
を
目
標
に
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
主
な
研
究
対
象
は
ヒ

ト
の
病
原
性
ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V-

1
や

S
A
R
S-

C
o
V-

2
）
で
す
が
、
今
後
は

デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
も
対
象
を
広

げ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
形
状

で
、
そ
の
構
造
は
「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
キ

レ
イ
」
と
い
う
野
間
口
先
生
。
こ

の
構
造
が
壊
れ
る
と
感
染
力
も
な

く
な
り
、
ス
パ
イ
ク
（
ウ
イ
ル
ス

の
表
面
に
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
）
に
ウ

イ
ル
ス
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
ア

ミ
ノ
酸
が
1
個
入
る
だ
け
で
、
死

ん
で
し
ま
う
の
だ
と
か
。

　

こ
う
し
た
ウ
イ
ル
ス
の
構
造
配

列
に
着
目
し
、
計
算
科
学
の
研
究

者
と
共
同
で
「
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
で
き

な
い
急
所
を
探
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
の
構
造
解
析
を

行
う
イ
ン
・
シ
リ
コ
構
造
解
析
と
い
う

手
法
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
変
異
が
発
生
し

た
際
、
構
造
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
ど

の
よ
う
な
機
能
の
変
化
が
お
こ
っ
た
か

を
デ
ー
タ
化
し
、
よ
り
詳
細
に
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
こ
の
研
究
を
10
年
く
ら
い
や
っ
て

い
ま
す
が
、
う
ま
く
回
り
だ
し
た
の
は

こ
こ
2
、
3
年
。
計
算
科
学
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
実
験
ウ
イ
ル
ス
学
だ

け
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
見

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
、
治
療
、
対
処
の
向
上
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

最先端研
究
探
訪
﹇
取
材
﹈

計算科学の研究者と共同で、
ウイルスが変異できない急所を探し出す
医学部 教授 野間口 雅子（のまぐち まさこ）

12



1314

河
村
保
彦
学
長
が
大
学
改
革

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
社
会
人
の
学
び

ど
う
進
め
る
」（
日
本
経
済
新
聞
社
主
催
）

に
登
壇
し
ま
し
た

1
月
23
日
、
日
本
経
済
新
聞
社
が
主

催
す
る
大
学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
社

会
人
の
学
び　

ど
う
進
め
る
」
に
本
学

の
河
村
保
彦
学
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
登
壇
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
経
ホ
ー
ル
（
東
京
）

お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
名
城
大
学
教
授
・
東
京
工

業
大
学
特
命
教
授
の
池
上
彰
氏
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
河
村
学
長
、
日

本
女
子
大
学
学
長
の
篠
原
聡
子
氏
、
甲

南
大
学
学
長
の
中
井
伊
都
子
氏
が
登
壇

さ
れ
、
社
会
人
に
と
っ
て
「
学
び
」
と

は
何
か
、
大
学
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
ど

う
応
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
等
に
つ
い

て
各
大
学
で
の
取
り
組
み
を
交
え
な
が

ら
討
論
し
ま
し
た
。

池
上
氏
か
ら
は
、
地
域
の
課
題
や
役

割
に
対
し
て
も
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
河

村
学
長
か
ら
は
「
と
く
し
ま
リ
ス
キ
リ
ン

グ
講
座
」
や
「
と
く
し
ま
健
康
寿
命
か

ら
だ
カ
レ
ッ
ジ
」
等
、
本
学
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
、
本
学
の
特
色
あ
る
取

組
を
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
康
楽
賞
贈
与
式
を

開
催
し
ま
し
た

令
和
5
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
47
名
（
う
ち
学
術
研
究
関
係

24
名
、
奨
学
生
23
名
））
が
決
定
し
、
2

月
16
日
、
長
井
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て

贈
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

康
楽
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
康
楽
会

よ
り
、
本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成

果
の
あ
っ
た
者
及
び
本
学
の
学
生
で
学

業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、
賞

状
、
賞
金
又
は
奨
学
金
が
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
昭
和
26
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回

で
73
回
目
で
す
。

贈
与
式
で
は
、
各
部
門
の
代
表
者
に

公
益
財
団
法
人
康
楽
会
の
三
木
理
事
長

か
ら
賞
状
、
賞
金
及
び
奨
学
金
が
贈
与

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
大
学
院
社

会
産
業
理
工
学
研
究
部 
濵
野
龍
夫
教

授
よ
り
公
益
財
団
法
人
康
楽
会
に
対
し

て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
学
生
が
令
和
5
年
度

徳
島
県
議
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た

2
月
21
日
、
徳
島
県
議
会
に
て
、
令

和
5
年
度
徳
島
県
議
会
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
本
学
か
ら
は
1
団
体
と
3
名
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
徳
島
県
議
会
表
彰

は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
活
動
等
に

お
い
て
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
、

生
徒
及
び
学
生
を
表
彰
し
、
そ
の
努
力

と
功
績
を
称
え
励
ま
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
徳
島
県
の
次
代
を
担
う
人
間
性
豊

か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
け
ら
れ
、
今
年
は
ス
ポ
ー
ツ

部
門
が
2
団
体
と
26
人
、
学
芸
部
門
が

5
団
体
と
11
人
が
表
彰
さ
れ
、
岡
田
理

恵
徳
島
県
議
会
議
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

●
本
学
受
賞
者

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】【
団
体
】

〇
徳
島
大
学
蔵
本
弓
道
部

（
代
表
：
平
野 

和
樹 （
医
学
部
4
年
））

第
57
回
全
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育

大
会
王
座
決
定
戦
弓
道
部
門

団
体
の
部 

優
勝

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】【
個
人
】

〇
喜
多
谷 

彩
葉 （
総
合
科
学
部
2
年
）

第
30
回
全
日
本
学
生

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
上
級
生
女
子

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

〇
北
垣 

大
柊 （
理
工
学
部
1
年
）

第
30
回
全
日
本
学
生

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
新
人
男
子

楯
小
太
刀
の
部 
優
勝

〇
妹
尾 

真
瑚 （
歯
学
部
1
年
）

第
55
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育

大
会
剣
道
部
門

女
子
個
人
戦 

優
勝 

徳
島
大
学
工
学
部

創
立
1
0
0
周
年
記
念
誌

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
を
公
開
し
ま
し
た

本
学
工
学
部
（
2
0
1
6
年
に
理
工

学
部
、
生
物
資
源
産
業
学
部
へ
改
組
）
は
、

2
0
2
2
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
徳
島
高
等
工
業
学
校
か

ら
工
学
部
、
そ
し
て
理
工
学
部
お
よ
び

生
物
資
源
産
業
学
部
へ
と
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
や
、
2
0
2
3
年
5
月
14
日
に

開
催
さ
れ
た
1
0
0
周
年
記
念
式
典

の
様
子
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
刊
行

し
、
こ
の
た
び
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
を
公

開
し
ま
し
た
。
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日本学生支援機構奨学金
貸与奨学金には「第一種奨学金（無利子貸与）」と「第二種奨学金（有
利子貸与）」があり、令和2年度より国が実施する「高等教育の修学支援
新制度」として、給付奨学金制度が実施されています。定期採用の募集
案内は4月上旬になります。申込から振込までの流れや手続きについての
詳細はホームページをご確認ください。

日亜特別待遇奨学金
理工学部の日亜特別待遇奨学金は、日亜化学工業株式会社様のご厚
志により贈られた寄附金を原資として、学業、人物とも優秀な学生に対し
返済義務を課さない奨学金を給付する特別待遇奨学制度として平成17
年に発足しました。詳細は理工学部ホームページをご確認ください。

徳島大学理工学部ホームページ（奨学金）

徳島大学ホームページ（奨学金）

https://www.tokushima-u.ac.jp/
campus/scholarship/scholarship.html

https://www.tokushima-u.ac.jp/
st/campus/campuslife/NICHIAsupport_scholarship.html

工学部創立
100周年記念誌
デジタルブック

康楽賞
受賞者一覧

奨学金のご案内


